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1.は じめに

　本研究の 欝的は,学 生が自覚的に感覚を横断

して感 じ,表 現する体験ができるプログラムを

作成 し,試 行を通 して,そ の教育的な価値や有

効性を考察することである。

　領域 「表現」では,「 感 じたことや考えたこ

とを通 して,豊 かな感性や表現する力を養い,

創造性 を豊かにする」ことが目標 とされている。

そうした 目標のもとに挙げられるねらいの達成

に向けて,保 育内容を整え実践することのでき

る資質と能力を備 えた保育者を養成するために

は,養 成機関における教育課程の構築が重要 な

課題の一つである。また,素 朴で多様な子 ども

の表現に気づ き,受 け止め,支 援することので

きる保育者 となるためには,保 育者 自身が五感

をはじめ とする諸感覚を総合的に働かせて事物

と関わることや,領 域や形式にとらわれない芸

術活動 を経験す るなど.自 身の感性を豊かに育

むために,感 覚の枠組みを広げて,新 たな表現

方法 を模索す ることが求められる。

　近年では養成機関において音楽 造形,身 体,

言語などが関わる総合的な表現教育への取 り組

みが増加の傾向にはあるがi>,未 だ広 く浸透 し

ているとは言い難い。初田(2010)は,視 覚や

聴覚,触 覚などの五感や身体的表現の要素 を総

合的な表現学習の基盤的要素とし,そ の上層に

言語,音 楽,造 形表現の要素を位置づけ,「 感

覚をひ らく」「身体 を介 して」「言語 を介 して」

「美術 と音楽をつな ぐ」 という4つ の領域を設

定 して総合的な表現の活動類型をまとめ,総 合

的な芸術教育プログラムを作成 し,実 践を試み

ている2}。

　 また,古 くは郡山正(1979)が 音楽 と美術の

それぞれの表現要素について,属 性,要 素,形

式を整理 し,音 楽から美術を創作する方法を提

示 している3)。これ らの先行研究 には,感 覚 を

横断して感 じ取ったものを表現するための体験

的なプログラム作成への手がか りが含 まれてい

る。

　筆者 らは2008年 度より現在 まで,保 育者を目

指す学生自身の感性 を耕 し,表 現の多様な構成

要素 を関連づけることができるような総合的な

表現教育の題材 とプログラム開発に取 り組んで

きた4>。前論文(山 野 ・岡林 ・ガハプカ2008)

では,音 楽領域 と造形領域の連携を図るために

新たに実施 した 「保育内容指導法(表 現)」 の

全15回 の授業構成 と内容について詳細を示 した。

また,音 や色,形 を知覚 して認識するときには,

刺激に対応する特定の感覚だけを働かせ るので

はな く,異 なる他の感覚をも共同 して働かせて

いることや,形 式を変換 して表現することが特

定の感覚をも揺 さぶ り,感 性の幅を広げること

を示唆 した。

　本稿は,前 稿で紹介 した全体的な授業内容か

ら特 に聴覚 と視覚を連動 させて感 じ,表 現する

体験がで きるプログラムの1つ として試行 した

「楽曲を描 く」課題 について取 り上げる。学生

の作品やアンケー トによる感想などをもとに,

音楽か ら描画への課題(聴 覚と視覚の2つ の感

覚を横断 させて表現する試行的な課題)の 教育

的価値を考察 し,感 性を育む表現教育のプログ

ラムを開発することをめざす ものである。
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2.方 　法

2.1　 前論文よりの流れ

　本稿で取 り上げる 「楽曲を描 く」課題には,

2コ マ続 き全15回 の授業のうち先行課題を含め

て,第9～ll回 までの2.5回 分(90分 ×5)を

当てた。その授業内容と先行課題の概要を前論

文5)よ り一部引用する。楽曲描画の先行課題 と

して,音 楽的側面からはリズムや旋律 を聞き取

る課題を設定 した。また,造 形的側面か らは,

色の三属性や トーンなど,色 の性質や秩序を把

握することを目指 した。その流れを表1に 示す。

描画材は保育の現場で も用いられ,混 色の容易

なコンテパステル12色 を使用し,用 紙は八つ切

り画用紙 を横長に半裁 したものを用いた。

表1　 先行課題 から楽曲描画への授業の流 れと内容

授業回

第9回

第10回

第11回

90分

　 〈リズ ム を描 く〉

音 と点,線 形,色

　 〈旋 律 を描 く〉

音 と点,線 形,色

〈楽曲を描画する〉
楽曲聴取 と描画

90分

〈色の性 質 を学 ぶ〉

三属性 と トー ン

〈楽 曲を描 画す る〉

楽曲聴取,メモ と下書 き

【第9回 の授業内容から】

(1)リ ズムを描 く一音 と点 ・線 ・形 ・色一

①8拍 のまとまりがある音のリズムを描 く

　黄土,こ げ茶 グレー,黒 の4色 から1色 を

選び,8拍 の音のまとまりを描いた。ここでの

課題は,8拍 の音 を,コ ンテパステルの小口や

側面の稜線 を利用 して描 く,強 弱や休符を含ん

だ課題を描 くなどである。写真1は これ らの課

題を学生が描いたものである。

②残響のある音のリズムを描 く

　音源として,シ ンバルをソフ トRや 木の撲を

用いて叩 く,擦 るなどして残響を作 り出 したも

のを提示 した。それ らの音 を聞いて色や形をイ

メー ジし,ふ さわ しい色 のパステル(1～3

色)で 描いた。

③高低のある音のリズムを描 く

　音高の違 う木魚,ウ ッドブロックを木の擾で

叩いて音源を提示 した。音高判断の練習を数回

行い,提 示された音の リズムを自由に描いた。

(2)色 の性質 を学ぶ

　音の質や高 さを色で表現するには,学 習者 自

身の色彩世界 と表現色域 を拡大 してお く必要が

ある。そこで色の秩序を把握 し,色 のイメージ

の幅 を広 げられるように,次 のようなワー ク

シー ト学習を行った。

①色の三属性(色 相 ・明度 ・彩度)や 色料の三

　原色について色掛図や色立体を提示 しなが ら

　解説する。

②配色カー ドを用いて,24色 相環 と9種 類の

　 トーン表を各自で作成する。

③ コンテパステルを用いて混色練習を行 う。

【第10回 の授業内容から】

(1)旋 律 を描 く一音 と点 ・線 ・形 ・色一

①旋律の高低 を描 く

　 ピアノにより提示される上行形の旋律,下 行

形の旋律,上 下する旋律 などを聴いて,感 じた

動 きと色を単色のパステルと幅のある線を用い

て描いた。写真2は これらの課題 を学生が表 し

たものである。

〈写真1>8拍 の音のまとまりを描 く

〈写真2>旋 律の高低 を描 く
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②強弱のある旋律の高低 を描 く

　上記①の課題 に強弱を加 えて音源を提示 した。

③余韻の残る旋律の動 きを描 く

　ペダルを踏んだピアノより提示されるペ ンタ

トニ ック(5音 音階),全 音音階 　クラス ター

(こぶ しで鍵盤を押す弾 き方)の 音のイメージ

を,好 みの色のパステルと濃淡などを用いて自

由に描いた。

2.2　 本 稿 に お け る研 究 方 法

〈実 施 期 間>2008年6月

〈対 象 〉 京 都 女 子 大 学 短 期 大 学 部 初 等 教 育 学 科

　 　 　 1回 生 　68名

〈描 画 材 〉 コ ンテパ ス テ ル12色,ク レ ヨ ン12色,

　 　 　 水 性 絵 具,画 用 紙

〈使 用 楽 曲>P。D.　 Q.　Bach作 強 《Chanson:

　 　 　 Toute　 1'annee,　hey,　hey,　hey》 　(言普唇91

　 　 　 を参 照)

〈作 曲 家P.D.　 Q.8achに つ い て>

　 r,.Q.　 Bachは,ア メ リ カの 作 曲 家 ピ ー ター,

シ ッ ケ レ・(Peter.　 Schickele　 1935-)と 同 一

人物 で あ る 。 シ ッ ケ レは,ジ ュ リア ー ド音 楽 院

で4年 間 の教 鞭 経 験 が あ るが,1965年 か らは ブ

リー の 作 曲家 と して活 躍 して い る。 主 に映 画 音

楽 やCM音 楽 な ど を幅 広 く手 掛 け,セ サ ミス

トリー トの テ ー マ ソ ング は 日本 で も有 名 で あ る。

ま た 彼 はJ.S.　 Bachの 作 品研 究 に も深 く取 り組

ん で お り,楽 曲 をパ ロ デ ィー 化 した作 品 も多 く

み られ る。

〈楽 曲 の解 説>

　 Chanson:"Toute　 1'annee　hey,　hey,　hey"は,

以 下 の 『自 然 な 楽 器 の 為 の 八 重 奏1鰯(5曲 で

の構 成)の 第4曲 で あ る 。

工.　Vite,　tout　de　suite

II.　Lent,　tout　au　moms

III.　ivlinuet　et,　tout　a　I'heure,　trio

IV.　ChansOn:"toute　 1'annee,　hey,　hey,　heゾ'

ti%.　 Tout　 a　coup　 le　bout

　 こ の 曲 は変 イ 長 調,4分 の3拍 子,全25小 節.

A-qJ_nff(8小 節 一8小 套蒼一9小 節)形 式

の短 い 作 品 で,テ ンポ はA簸dante　 con　motoで

ある。楽器編成はフルー ト2本,オ ーボエ(マ

ウス ピースのみ)2本,ク ラリネッ ト2本,

ファゴット2本 の4種 の木管楽器か らなる。

　主題 は4小 節で まとま り,2小 節 ごとにフ

ルー ト1と2の 旋律が3度 →6度 →3度 の音程

を保 ちなが ら緩やかに反進行を2度 繰 り返す。

それと対比するようにクラリネット2が フルー

トの主題より約2オ クターブ低い音域で下行と

上行を2度 繰 り返 して主題を支え,安 定した響

きを作 り出している。また,そ れ ら3つ の旋律

の間を縫 うように,ク ラリネット1が なだらか

に分散和音で動 く。

　第5小 節からは,主 旋律が先の4小 節 に対す

る答えのように4分 音符の滑らかな旋律で続き.

フルー トで奏 された後オーボエへ と受け継がれ

る。オーボエはマウスピースのみを使用した特

殊な奏法であるため音程の揺 らぎを生 じさせ,

同じ音型であ りなが らフルー トとは全 く違う印

象を与え,こ の曲を特徴づけている。 また,伴

奏形が先の4小 節のクラリネット1の 分散和音

とは異なり,ク ラリネット1と ファゴッ ト1の

リズ ミカルなスタッカー トへと取って代わ り,

快活なイメージを与える。このように構成され

た8小 節のまとまり(A)は,少 しずつ変化を

伴って展開されなが ら,臨 全体で3回 繰 り返さ

れる(A-A㌧A")。

　 2回 目の主題(A')は,オ ーボエが前小節

(第8小 節)の 最終拍か ら第9小 節にかけてボ

ルタメント奏法で長3度 上行 し,フ ルー トに受

け渡されたところか ら始まる。ここでは1回 目

と同様に変イ長調の主題の穏やかなハーモニー

が繰 り返 され,聴 いているものに安定感を与え

る。X13小 節からはフルー トとオーボエがこれ

までの4分 音符の滑 らかな長調の響 きから抜け

出 し,短 調の響 きで8分 音符の細かな旋律の動

きをみせる。マウスピースの特殊奏法 はここで

も音程の揺 らぎをもたらし,こ の曲を特徴づけ

ている。伴奏部分のクラリネットとファゴット

は1回 目(A)と 同様 にリズ ミカルなス タッ

カー トで刻 まれる。

　続いてA'の 最終小節(第16小 節)か らA"

(第17小 節)に かけて半音階的転調がなされ,
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3回 目のフルー トの主題が出てきた後 スタッ

カー トの リズミカルな要素がファゴット,オ ー

ボエ,フ ルー ト,ク ラリネットに次々と受け渡

され,音 色の対比を感 じさせながら楽曲は終息

へ と導かれる。

〈選曲理由〉

①P.D。　Q.　Bachの 楽曲は,　J.　S.　Bachの 作品研

　究を背景にしてお り,ク ラシックの知識や語

　彙を持たない者にも,そ の楽曲構成全体がイ

　メージとして捉えやすい。

② フルー ト,オ ーボエ,ク ラリネッ ト(Bb),

　 ファゴットなど少数の木管楽器 による編成で,

　旋律 の動 きや音色を比較 して聴 き分けしやす

　 く,曲 の構成を捉えやすい。

③主題展開の要素に 「繰 り返 し」や 「対比」が

　含 まれている(特 に 「対比」の要素が多い)。

④楽繭の長 さが1分11秒 である。描画に際して,

　四つ切画用紙の限定された空間に時間的な流

　れを表現するには,楽 曲の長 さは1分20秒 ま

　でが適切 と考えた。

〈楽曲描画の方法〉

・初めに,楽 曲 を繰 り返 し聴 きなが らそのス

　ケッチをパステルを用いて画用紙に描 く。
・次に描画材 にクレヨンと水性絵の具を加 え,

　同様の手順にて作品として仕上げる。

〈手続き〉

・単に由の印象ではな く,後 で自分 自身が描画

　 を見て楽曲を思い出せるように,ま た演奏す

　 る手掛か りになるようなものとして表すこと

　 を条件 とした。
・リズムや旋律と点や線の関係 ,音 の高さと色

　や空間との関係,音 の質 と色や筆触の関係

　音の強 さと色の濃淡や点や線の大 きさ,太 さ,

　筆圧の関係などを意識 しながら描 くように注

　意を促 した。
・手首の動 きで描 くのではなく,楽 曲を聴いた

　 ときの自然な身体の動 きや,肩 か ら肘全体の

　動きによって描 くように強調 した。

3.作 ゜qAの分析と評価

3.壌　 作品分析の観点

先に も述べ たが,描 画のために使用 したP.

D,Q.　 Bachの 楽曲は,造 形 の原理 とも共通す

る　 4り返 し」と 「対比」を非常にミニマルな

形式で備えている。主張 となるモチーフが変化

しなが ら3回 繰 り返される構成は,曲 に統一感

を与える。その穏やかな統一感の中で,4種 の

木管楽器の異なる音色,ゆ ったりと進行するフ

ルー トと軽やかに動 くクラリネット,細 かなリ

ズムを刻むファゴットやクラリネットとボルタ

メン トのオーボエなどが 「対比」され,曲 想に

変化を与えている。これらは平面空問に色と形

として表わした時に,描 画に変化 と統一を与え

る重要な要素となるものである。それらのこと

を踏まえ,こ こでは学生の描画作品を分析する

にあたり,以 下の5点 を分析の観点 とする。

① 　フルー トで奏される主題の聴 き取 りと描画

　表現について

② フルー トの主題 とクラリネット2の 対比の

　聴 き取 りと描画表現について

③ クラリネッ ト1の 分散和音の聴 き取 りと描

　画表現について

④ クラリネッ ト1と ファゴット1の リズ ミカ

　 ルなスタッカー トの聴き取 りと描画表現につ

　 いて

⑤ フルー トか らオーボエへの旋律の受け渡 し

　の聴 き取 りと描画表現について

3.2　 作品の分析

　楽曲を聴きなが ら描画に取 り組む学生たちに

は,旋 律の動きや音色 を聴 き分けて曲の構成を

捉 えようと,集 中して繰 り返 し楽曲を聴 く真剣

な姿勢が窺えた。 ここでは,前 述した5つ の分

析の観点に沿って4名 の学生の作品分析(写 真

1～4)を 試みる。

① フルー トで奏 される主題の聴 き取りと描画

　表現について

　 曲全体 を通 して3回 現れる2本 のフルー トに

よる主題の音色を4名 すべての学生が聴 き取 り,

比較的明度の高い色彩 を用いて描いている。特

に学生BとCは フルー トで奏 される主題を画面

空間に中心的モチーフとして位置づけている。

メロディラインの上下の幅を大きく感 じ取 り,

揺れ幅を感 じさせ る複線を用いて画用紙の縦幅

いっぱいに描 き,視 覚的にも強い印象を与えて
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【写真1】 学生Aの 作 品 【写真2】 学生Bの 作 品

【写真3】 学生Cの 作 品 【写真4】 学生Dの 作品

いる。

　一方,学 生AとDは,フ ルー トの主題の動 き

を画用紙の上方に描 き,フ ルー トが もつ音域の

高さを他の楽器 との相対的な関係において表わ

すことに重点が置かれている。

② フルー トで奏される主題 とクラリネット2と

　の対比について

　 フルー ト1と2に よる主題旋律は緩やかに上

下行を2度 繰 り返すが,ク ラリネット2は それ

と対比するようにフルー トより約2オ クターブ

低い音域で下行,上 行を2度 繰 り返 し,主 題を

支えている。このクラリネット2の 音の響 きを

曲全体から聴き出すことは,音 楽的な訓練をし

ていない者にはかな り難 しいと思われる。郡山

(1979)は,こ うした音 の聴 き取 りについて

「訓練 しない耳には,あ る音楽の和声 のそれぞ

れの声部や楽器の一つ一つの音の流れを把える

ことはむつか しい。大抵はメロディを幹として

何や らチャラチャラと枝葉がついているとか,

なんとな く影のように伴走者が一緒に走ってい

るとか,カ ノンやフーガでは数人の人間が入れ

替わりたち替 り動いているなといった感 じしか

わか らないだろう」と述べている6)。

　学生の作 品に目をやると,ク ラリネッ ト2の

音を聴 き取って描いているのは,学 生AとDで

ある。Dは クラリネット2の 低音域 を黒を用い

て,対 比する他の楽器の音色の表現 と同様の筆

触で描いている。しか し,詳 細な旋律の動 きま

では描 き出 していない。一方,学 生Aは 水色 と

青の2色 を用いて濃淡をつけ,細 やかにクラリ

ネッ ト2の メロデ ィラインを明度の低 い青に

よって表 している。これら二人の学生AとDに

対 し,学 生BとCは クラリネット2の 音色を聴

き取ってはいないようで,画 面に描かれていな

い。 これ らの表現の違いは,音 を聴き分けられ

る聴取力や聴 き取 りの深 さには個人差があるこ
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とを示唆していよう。

③ クラリネッ ト璽の分散和音の聴き取 りと描画

　表現について

　 クラリネ ット1の 分散和音は,ゆ った りとし

たフルー トの主題 とそれに対比するクラリネッ

ト2の 旋律の問を縫 うように16分 音符の速い動

きでなだらかに上下している。学生たちは,フ

ルー トの動きに対比 したクラリネットの速い音

の動 きを,細 かなジグザグ線や螺旋などで表 し

ている。学生Aは 上下する水色の細い曲線を主

旋律や対旋律を表す線に絡 ませて表現 している。

また,学 生Cも 主旋律を表す線より控えめな筆

触で麟線 を描 き,主 題を表す中心的モチーフに

絡ませている。

　それに対 し,学 生Bは 主旋律のフルー トと同

様の強い筆触 と赤,ピ ンク,黄 色 という色相で,

主題のモチーフとは絡ませずにモチーフの下部

にジグザグによって描いている。また,学 生D

はフルー トと同じ筆触で青色の線を描 き,そ れ

に水色の細かい螺旋 を絡ませて,ク ラリネット

1の 細かい分散和音の動 きを表現 している。聴

き分けたそれぞれの楽器の音色やリズムを,色

使いや線の描 き方の違いで表してはいるが,学

生DもBと 同様に主題のモチーフとクラリネッ

ト1を 絡 ませず,楽 譜のように整然 と平行 した

線で描いている。楽器ごとに分析的に聴 き取っ

た結果であろう。確かにフルー トとクラリネッ

トの実際の音高は交差 して進行することはない

が,楽 曲作品 として鑑賞すれば全体 として絡み

合って聴 こえ,学 生A,Cの ような描画として

表現される方が 自然で,曲 の豊かさを伝 えられ

るだろう。

④ クラリネッ ト{と ファゴッ ト1の リズミカル

　 なスタッカー トと描画表現について

　滑 らかなモチーフの後に続 くクラリネ ット1

とファゴッ ト1に よるリズ ミカルな(ス タッ

カー トの)旋 律の変化を学生たちは聴 き取った

ようで,そ れまでの滑 らかな繭線から波線のよ

うな表現へと変化がみ られる。学生Aは クラリ

ネッ ト1が 滑 らかな動 きから同一音でのスタッ

カー トへ と旋律が変化 したことを,描 画におい

て曲線か ら波線へ と表現 を変化させたことに加

え,青 から黄土へ と色の違いでも表 している。

それに対して学生Dは クラリネットの音色 とし

て青をそのまま使用して描いている。学生Cも

軽やかに動 くクラリネッ ト1を 明るい黄緑で表

し,そ のまま同色によってスタッカー トを描い

ている。学生Bに おいては緑の細かいジグザグ

線で表 し,な おかつ波線の長 さも短 く表 してい

る。

⑤ フルー トからオーボエへの旋律の受け渡 しの

　聴き取りと描画表現について

　 オーボエのマウスピースのみを使って12平 均

律以外の音が奏 された部分は,こ の楽曲を特徴

的に印象づけている。

　 マウスピースのみを使った特殊奏法は,通 常

はあま り用い られないため,学 生たちも意外性

のある音か ら構成された曲として,ク ラシック

の概念か ら解放 されて聴 くことができたようで

ある。

　学生Aの 作品では,こ の特徴のある高めの一

風変わったマウスピースの音を,黄 色とともに

補色の紫を重ね合わせることで,調 か ら外れた

少 し不快な感覚を表しているのだろう。 しか も

実際には2小 節の長さであるところを,フ ルー

トのモチーフである6小 節 とほぼ同様の長 さに

描いていることからも,こ のマウスピースの音

が如何 に印象強いものであったかが読み とれる。

　 同様 に学生Bの 作品においてもAと 同じジグ

ザグ線が用いられているが,細 かいジグザグ線

ではな く,荒 っぽ く太いジグザグ線 と螺旋 を絡

ませることで,こ れまでの旋律とは違 うことが

表され,異 質な感覚であったことが伺える。学

生CとDは その部分を色彩の変化によって表現

している。つま りCの 作晶では,フ ルー トとク

ラリネッ トの穏やかで澄んだ青と黄緑色の色彩

がピンクや赤の強い暖色に一変 し,Dの 作品に

おいてはそれまでのヴィヴィッ ドやライ トトー

ン,も しくは黒 といった明快な性格の色から,

ダルやダークの色価の低い茶系が用いられてい

る。

3.3　 作品の全体的な評価

　前項では,対 比 される4種 の木管楽器の旋律

や音色 と描画表現の関わ りを5つ の観点から詳
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細に分析 を行った。ここでは,P.　D.　Q.バ ッハ

の楽 曲の構造 として挙げ られる 「くり返 し」

「対比」の把握 と,音 と色彩の 「類比」 という

視点をもとに作品の全体的な評価 を行 う。

　学生たちの描画作品をみると,① その対比の

変化をしっか りと聴 き取って相対的な関係性 に

重きを置 き楽譜に近い表現となった もの(学 生

AやDに 代表される),② 対比の変化 を感 じ取

りなが らも自分の興味の中心を明確に表わ した

もの(学 生BやCに 代表),③ 本稿 には作品を

提示で きなかったが,「 対比」を聴 き取れず色

や形が曖昧となり,大 まかな筆触 と形の塊で表

現 したもの(少 数ではあったが)の 三つに大別

された。

　①の作品群は相対的な関係を限られた半裁四

つ切の画面に表わそうとするために描画がこじ

んまりと纏まり,表 現 としては強さはないが,

学生Aの 様な繊細な美しさをもった もの,Dの

様にパ ターン様式の面白さを感じさせるもの と

なった。それに対 し②は描画作品として個入の

関心の焦点が他者にも伝わ りやす く,そ の点で

強さが感 じられる。

　さらに音と色彩の 「類比」であるが,例 えば

よく引用 されるカンディンスキーは 『絵画にお

ける和声学一芸術における精神的なもの一』の

なかで ライト・ブルーはフルー トの音色に,ま

た紫をオーボエ,さ らに沈んだ紫はファゴッ ト

の音に似ているとしている。川添 ら(1982)は

このような音 と色 との共感覚の傾向を明らかに

するための調査を行い,楽 器の音色 と色相 には

個人差があるが,色 の トー ンとの間には類似す

る傾向が見 られたことを報告 している7)。

　今回の描画においても,そ の共感覚の傾向が

みられ,フ ルー トの音色は多 くの学生がピンク

や水色などのライ トトーンで表わ し,オ ーボエ

やファゴッ トは紫や茶や黄土などダル トー ンや

ディープ トーンで描いている。学生Aは 背景 と

して,楽 曲全体の音響を水彩絵の具を薄 く溶か

した水色 と黄色で上下に彩色 し,軽 やかで透明

感のある楽曲の空気 を表現 している。 また学生

Cは スパ ッタリング技法を用いて,フ ルー トの

モチーフが奏される緩やかな音響の印象を,澄

んだ光を感じさせる黄色で表 している。 さらに,

対比されるクラリネットやオーボエの変化に富

んだ音響(ス タッカー トやボルタメン トによ

る)を,離 れた色相の赤系統の絵の具で効果的

に表わし,美 しい空聞をつ くりだしている。

4.ま とめと今後の展望

4.壌　 「楽曲を描 く」課題を通 して得られる学

　　 生の学びについて

　P.D,　Q.バ ッハの楽懸を描画に表現すること

のね らいは,楽 曲を聴 くにあたり漫然 とした全

体の印象で捉 えるのではな く,楽 曲を構成 して

いる音の音色や強弱.速 度 リズムの違いなど

にしっか りと意識を向け,そ こから曲の構造 自

体を把握することにある。そ して,音 楽 として

成 り立たたせている構造の中に,造 形作品を成

立させている共通の構造を体験的に見出す こと

である。感 じた音を色や形 空間に具体的に表

わそ うとする時に,楽 曲聴取の在 り方は非常に

意識的,能 動的なものとなる。音に集中してメ

ロデ ィの成 り立ちや音色を聴 き分けることや,

楽曲の全体的な響 きの中で曲の構成を捉えよう

と音楽に耳を傾けること,さ らに聴覚を通して

感 じ取った音のイメージを色や形 空間など視

覚的に捉 えられる方法で表わそうとする内的な

体験は,刺 激に対する特定の感覚器官を働かせ

るだけでな く,異 なる感覚器官を意識的に働か

せることへ とつながる。また,こ の様な経験 を

繰 り返すことによって感覚が磨かれ,固 定化 さ

れた感性 も少 しずつ開放され,柔 軟に感じた り,

考えた りできる豊かな感性の育ちへとつながる

と考えられる。

　 しかし,学 生にとって筆者 らが試みた感覚横

断的な表現活動はこれまでに経験が殆 どな く,

戸惑いを感 じるものでもあったようである。授

業後 に行 ったア ンケー トには,「 音を色や形で

表現す るのは初めてで,最 初はすごくとまどい

ました」「音程や リズムなど最初はよ くわから

なくて,描 くことも難 しかったけれど,少 しず

つ慣れて行った」「音や リズムを色や形で表す

ことをあまりやったことがなかったので,少 し

難 しかったですが,と て も楽 しんでできま し
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た」などの記述が少なからずみ られ,学 生たち

の戸惑いが表 されている。

　一方で,「 リズムを絵に表現するというのは

初めての経験で難 しかったけれ ど,表 現の仕方

が豊かになれた ような気が します」「楽曲を聴

いての描写が私 にとって納得ので きる一枚に

なったと思います」「音を描 くことがす ごく楽

しかったです」「とて も楽 しい授業で した。音

の高低や リズムを聞いてイメージをふ くらませ

るのが楽 しかった」などの記述 もみ られ,感 覚

横断的な表現活動を楽 しみ,自 身の表現力の広

が りを自覚 した学生 も存在 した。

　描 き上げ られた学生 の作品をみ ると,音 の

様hな 性質の違いを聴 き分ける事ので きた学生

の描画ほど,色 や線の構成が変化に富んだもの

とな り,結 果として造形的にも面白く美 しい作

品が生まれる傾向が顕著であった。本稿で取 り

上げた楽曲描画の試みは,音 の違いを聴 き分け

た り,旋 律やリズムを正確に聴 き取ることがで

きるか否かが重要なのではなく,楽 曲を聴いて

色や形,空 間に表すために,感 覚を聴覚から視

覚へと変換するプロセスを経験すること,す な

わち音楽 と造形の共通項を体験 を通 して感 じ取

り,分 断された感覚や感性をつないで広げるこ

とに学びがあると考 える。固定化された感覚を

ひらき,豊 かな表現力を身につけるためには,

こうした体験が一度きりではな く,繰 り返し継

続 してなされることが必要である。

4,2　 今後への展望と課題

　本稿では,聴 覚と視覚を連動させて感 じ取っ

たものを表現するための体験的プログラムの1

つ として,「 楽曲を描 く」課題について取 り上

げ,学 生の作品やアンケー トによる感想 などを

もとに,教 育的価値 を考察 して きた。「楽 曲を

描 く」 という課題が学生の感性を育むための有

効なプログラムの1つ として表現教育に資 して

い くためには,以 下のような課題が今後検討す

べ きものとして挙げ られる。

①表現のための基礎的な技能を育成する。

　楽曲を描画に表現するためには,音 楽を全体

の印象で捉えるのではな く,麟 を構成している

音の音高や音色,強 弱や速度,リ ズムの違いや

変化などに意識を向けて感 じ取る聴取力が求め

られる。一方,感 じた音や音楽を描画に表わそ

うとする時には,色 彩の秩序を把握 し自由に混

色する力や.画 材の性質や特徴を生か して用い

る力など,音 のイメージを色や形,空 間など視

覚的に捉えられる具体的な方法を身につけてい

なければならない。聴覚を通 して豊かに音のイ

メージを感 じ取 り,そ れを描画で表すためには,

表現のための基礎的な技能を深める必要がある0

②音から色や形へ 色や形から音への双方向の

　変換を体験する。

　楽曲描画の課題では,学 生たちは聴覚で捉 え

た音楽を視覚的に捉えられる描画に表わすこと

を通 して,音 か ら色や形への変換を体験 したが,

視覚的に捉 えられる色や形で表された描画を音

で表す体験 を行ってはいない。感覚を連動させ

て感 じ取ったものを表現する課題 として充実さ

せるためには,視 覚から捉えた色や形 を音へ変

換する双方向の体験が必要である。

③楽曲選択の指標を提案する。

　先に,楽 曲の描画を通 して分断された感覚や

感性をつないで広げることに学びを見出すため

には,こ の体験が一度きりではなく,繰 り返 し

継続 してなされることが必要であると述べた。

楽曲を描画するに当た り,選 曲は重要であり,

繰 り返 してこの課題に取 り組むためには,楽 曲

選択の指標を示す必要がある。標題音楽は具体

的な物や情景と結びついてイメージが既念的に

なる可能性が高 く,楽 曲を構成する音楽的要素

そのものを捉えに くい点が挙げられる。また,

絶対音楽はイメージの既念の可能性 は低 く,音

楽的要素を比較的捉 えやすい面はあるが,楽 曲

の構造や形式を捉えるには難 しい曲も多い。さ

らに曲の構造を把握 し,音 楽的な構造 と造形的

な構造の共通項を見出すためには,楽 曲全体 を

把握することが必要であり,長 い曲は適 さない。

今後 は今回用いたP.D、　Q.バ ッハの曲以外に,

楽曲描画に適する具体的な楽曲や選曲の指標 を

示 したい。

④紙面の空間を規定せずに自由に用いる。

　 本課題は,楽 曲描画を初めて体験する学生の
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ために,音 の性質を二次元空間に表現する方法

を,基 礎 と応用との二殺階で体験できるように

系統的に計画したうちの基礎段階の課題である。

従って表現の支持面 となる画用紙に予め上下左

右の空間秩序 を設定 し,学 生には音の高低 を画

用紙の空間の上下(垂 直軸)に,音 の時間経過

を左か ら右(水 平軸)に 表すよう指示をした。

その制約によって どの学生作品も同様な表現 に

なったことは否めないが,空 問と音の性質の関

係 を探 り,問 い直す練習として必要な経験 と考

える。今後,応 用段階では空間の軸の制約 を取

り払い,自 由度を拡げて音と空間の関係をどの

ように表すのか,各 自が方法を考える課題を取

り入れる。

　上記に挙げた今後への課題を中心 に,よ りよ

い表現教育のプログラム開発に向けて検討 を加

えて行 くつ もりである。
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